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■	研究の概要
　慢性疼痛には疼痛感作や疼痛抑制機能変調のような神経学的な病態が関与し、これらは定量
的感覚検査（QST）によって評価され、さまざまな疼痛病態の解明が進められている。また、
QSTは運動によってもたらされる鎮痛作用（EIH）の効果判定にも活用されており、健常成人
や運動器慢性疼痛患者を対象にEIH効果が実証されている。
　一方、がん治療後に生じる化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）や脳卒中後に生じる疼痛（PSP）
は難治性慢性疼痛であり、その神経学的病態や EIH メカニズムは明らかでなく、効果的な治療
戦略の開発には至っていない。
　現在、CIPNや PSP の病態とそれらに対するEIH効果についてQSTを用いて神経学的に解明
を進めている。

■	他の研究／技術との相違点
　CIPNや PSP を対象に病態やEIH効果についてQSTを用いて神経学的に検討した研究はほと
んどない。運動は運動器慢性疼痛の治療ガイドラインにおいて第一選択治療に推奨されており、
CIPN や PSP のような難治性慢性疼痛に対する EIH 効果を検証することで、これらの疾患領域
のリハビリテーションにもたらす利益は大きいと考える。

■	今後の展開、実用化へのイメージ
　現在、CIPN と PSP を対象にQSTデータの集積を進めている。それらの成果は順次公開する
とともに、疼痛リハビリテーションへの応用を検討している。
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